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谷
　
祐
　
輔
四
九
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史
料
紹
介
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上
総
奥
津
に
お
け
る
仙
台
藩
穀
宿
関
係
廻
状
に
つ
い
て
　
菅
　
谷
　
祐
　
輔
キ
ー
ワ
ー
ド
　
東
廻
海
運
　
仙
台
藩
　
上
総
奥
津
　
御
用
留
要
旨
　
勝
浦
市
新
官
に
所
在
す
る
勝
浦
市
立
豊
浜
小
学
校
に
は
、
上
総
国
夷
隅
郡
部
原
村
（
勝
浦
市
部
原
）
の
名
主
を
務
め
た
江
沢
家
の
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
江
沢
家
文
書
に
は
、
日
記
・
御
用
留
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
史
料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
御
用
留
に
は
様
々
な
廻
状
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
東
北
諸
藩
や
東
北
地
方
に
あ
る
幕
府
領
よ
り
の
廻
米
船
海
難
に
関
す
る
浦
廻
状
が
多
く
み
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
中
で
上
総
国
夷
隅
郡
奥
津
村
（
勝
浦
市
興
津
）
名
主
が
任
命
さ
れ
て
い
た
仙
台
藩
の
穀
宿
と
い
う
立
場
で
出
し
た
浦
廻
状
に
つ
い
て
史
料
紹
介
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
、
は
じ
め
に
　
本
稿
で
は
、勝
浦
市
新
官
に
所
在
す
る
勝
浦
市
立
豊
浜
小
学
校
（
以
下
豊
浜
小
学
校
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
江
沢
家
文
書
（
１
）
よ
り
、
同
市
興
津
地
区
（
近
世
ま
で
は
、
奥
津
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
特
段
断
り
が
な
け
れ
ば
以
下
奥
津
村
と
表
記
）
に
あ
っ
た
仙
台
藩
穀
宿
千
葉
経
済
論
叢
　
第
64
号
五
〇
の
活
動
に
つ
い
て
の
史
料
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
奥
津
村
に
関
し
て
は
、
平
成
三
〇
年
度
千
葉
経
済
大
学
特
別
展
示
「
波
打
ち
際
の
宝
石
た
ち
ー
Ｄ
・
Ｍ
・
ギ
ル
フ
ォ
イ
ル
の
上
総
奥
津
で
二
十
年
に
わ
た
る
陶
片
の
蒐
集
―
」
に
て
、
勝
浦
市
興
津
の
海
岸
よ
り
出
土
し
た
古
代
よ
り
近
代
に
か
け
た
陶
磁
器
片
を
興
津
海
浜
調
査
会
が
整
理
・
報
告
し
た
成
果
（
２
）
に
つ
い
て
展
示
を
行
い
、
そ
の
際
に
奥
津
村
に
あ
っ
た
仙
台
藩
陣
屋
や
仙
台
藩
の
廻
船
に
つ
い
て
多
少
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
現
地
に
は
史
料
が
現
存
せ
ず
、
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
千
葉
経
済
大
学
学
芸
員
課
程
に
お
け
る
調
査
実
習
で
前
述
江
沢
家
文
書
現
状
記
録
を
含
む
調
査
の
結
果
、
奥
津
村
を
含
む
外
房
沿
岸
の
湊
に
所
在
す
る
廻
米
関
係
者
よ
り
出
さ
れ
た
浦
廻
状
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
本
稿
で
は
特
に
奥
津
村
仙
台
穀
宿
よ
り
発
信
さ
れ
た
書
状
（
浦
廻
状
）
を
紹
介
す
る
。
二
、
江
沢
家
文
書
に
つ
い
て
　
江
沢
家
文
書
は
、
上
総
国
夷
隅
郡
部
原
村
（
３
）
の
名
主
家
で
あ
っ
た
江
沢
家
に
伝
来
し
て
い
た
地
方
史
料
で
あ
り
、
江
沢
家
当
主
が
作
成
し
た
日
記
と
御
用
留
を
含
む
村
政
に
か
か
わ
る
史
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
部
原
村
は
太
平
洋
に
面
し
て
お
り
、
東
を
御
宿
郷
に
、
西
を
新
官
村
に
接
し
て
い
る
半
農
半
漁
の
村
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
海
辺
に
面
し
て
い
る
村
で
あ
る
と
い
う
特
性
上
、
御
用
留
中
に
は
海
に
か
か
わ
る
浦
廻
状
も
多
く
、
ま
た
多
数
の
東
廻
海
運
関
係
の
浦
廻
状
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
江
沢
家
は
勝
浦
市
に
な
く
、
当
家
伝
来
の
史
料
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
所
蔵
機
関
に
分
散
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
祭
魚
洞
文
庫
内
に
あ
り
、
祭
魚
洞
文
庫
を
主
宰
し
た
渋
沢
敬
三
が
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
豊
浜
小
学
校
所
蔵
史
料
と
同
様
に
、
御
用
留
に
類
す
る
公
的
な
書
類
が
多
く
占
め
、
ま
た
漁
業
関
連
・
自
家
の
家
政
に
関
す
る
史
料
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
同
大
学
教
授
で
あ
っ
た
野
村
謙
太
郎
が
入
手
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
の
検
地
帳
他
、
土
地
関
係
の
史
料
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
目
が
上
総
奥
津
に
お
け
る
仙
台
藩
穀
宿
関
係
廻
状
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
谷
　
祐
　
輔
五
一
豊
浜
小
学
校
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
で
あ
る
。
豊
浜
小
学
校
所
蔵
分
の
内
、
日
記
史
料
に
関
し
て
は
戦
後
新
漁
業
法
制
定
の
参
考
と
す
る
た
め
、
水
産
庁
が
行
っ
た
全
国
漁
村
史
料
調
査
の
際
筆
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
筆
写
稿
本
は
水
産
庁
・
神
奈
川
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
余
談
で
は
あ
る
が
、
現
在
江
沢
家
は
現
地
に
な
く
、
屋
敷
跡
も
企
業
の
保
養
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
三
、
奥
津
村
に
つ
い
て
　
上
総
国
夷
隅
郡
奥
津
村
（
勝
浦
市
興
津
）
は
南
を
太
平
洋
に
面
し
、
北
に
急
峻
な
山
を
背
負
う
地
形
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
平
地
に
集
落
を
展
開
す
る
村
で
あ
る
。
ま
た
、
東
側
（
守
谷
村
側
側
）
に
あ
る
天
徳
山
と
、
西
側
（
浜
行
川
村
）
の
弁
天
山
に
囲
ま
れ
た
湾
を
形
成
し
て
い
る
。
現
在
の
国
道
一
二
八
号
線
沿
い
に
中
心
的
な
集
落
が
展
開
し
て
お
り
、
地
元
で
は
「
宿
」
と
よ
ば
れ
、
東
町
・
西
町
と
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
奥
津
の
中
心
を
な
す
集
落
の
後
ろ
に
は
新
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
地
区
が
あ
り
、天
徳
山
の
下
は
家
名
場
（
ヤ
ナ
ン
バ
）
と
呼
ば
れ
る
区
域
で
あ
る
。
妙
覚
寺
の
前
は
門
前
、
そ
の
先
鴨
川
よ
り
は
、
千
軒
と
呼
ば
れ
る
区
域
で
あ
り
、
お
お
よ
そ
こ
れ
ら
の
区
域
に
集
落
が
展
開
す
る
。
　
近
世
に
は
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
『
上
総
国
村
高
帳
』、『
正
保
国
絵
図
』
に
村
名
が
見
え
、
石
高
七
六
九
石
で
あ
っ
た
が
、
領
主
は
不
明
。
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
阿
部
正
春
領
知
目
録
に
村
名
が
出
て
お
り
、
武
蔵
岩
槻
藩
領
。『
元
禄
郷
帳
』
で
は
、
高
七
九
四
石
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
の
『
上
総
国
村
高
帳
』
で
は
高
七
六
九
石
余
で
家
数
一
八
五
の
、
三
卿
清
水
領
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の
伊
能
忠
敬
の
測
量
日
記
に
よ
れ
ば
幕
府
領
で
あ
っ
た
。
以
後
幕
府
領
と
し
て
幕
末
ま
で
続
い
た
。
ま
た
、『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
に
よ
れ
ば
、
幕
府
領
七
六
九
石
の
他
、
同
村
に
所
在
す
る
日
蓮
宗
妙
覚
寺
（
４
）
領
二
五
石
が
存
在
し
て
い
た
。
　
近
世
に
は
、
仙
台
藩
の
陣
屋
が
お
か
れ
て
お
り
、
当
地
の
名
主
で
あ
っ
た
浦
部
孫
左
衛
門
が
穀
宿
と
し
て
任
命
さ
れ
、
上
総
沖
に
お
け
る
海
難
処
理
に
か
か
る
手
続
き
に
つ
い
て
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
廻
船
の
避
難
港
と
し
て
の
性
格
も
あ
り
、
先
に
述
べ
た
弁
天
山
下
に
は
船
着
き
場
が
あ
り
、か
つ
て
は
繋
船
柱
が
あ
っ
た
が
現
在
は
妙
覚
寺
と
興
津
海
浜
公
園
内
に
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
千
葉
経
済
論
叢
　
第
64
号
五
二
当
地
は
年
貢
の
津
出
湊
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
現
在
の
い
す
み
市
・
御
宿
町
に
属
す
る
村
（
上
布
施
・
下
布
施
・
実
谷
）
が
奥
津
へ
年
貢
を
年
貢
津
出
し
す
る
の
は
道
中
悪
路
が
多
く
難
儀
す
る
た
め
、最
寄
り
の
御
宿
浦
よ
り
津
出
し
し
た
い
旨
を
願
出
た
史
料
が
あ
り
（
５
）
湊
と
し
て
の
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
四
、
房
総
に
お
け
る
東
廻
海
運
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
　
房
総
を
対
象
と
し
た
東
廻
海
運
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
先
行
研
究
は
、
川
名
登
（
６
）
が
銚
子
に
お
い
て
の
穀
宿
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
三
浦
忠
司
（
７
）
は
銚
子
の
八
戸
藩
穀
宿
の
役
割
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
直
史
（
８
）
、
後
藤
雅
知
（
９
）
に
よ
る
研
究
で
は
、
房
総
半
島
各
地
に
存
在
し
て
い
た
穀
宿
が
廻
米
船
破
船
時
に
は
破
船
処
理
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
井
上
拓
巳
（
10
）
は
仙
台
藩
の
廻
米
制
度
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
東
廻
航
路
上
に
仙
台
藩
の
役
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
、
廻
米
を
行
う
経
路
（
利
根
川
経
由
と
房
総
半
島
経
由
）
の
変
更
に
よ
り
派
遣
場
所
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
上
総
奥
津
（
総
州
奥
津
穀
役
）
を
含
む
六
ヶ
所
（
11
）
で
あ
り
、
ま
た
文
化
・
文
政
期
に
は
奥
津
含
む
二
一
ヶ
所
（
12
）
に
穀
宿
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
併
せ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
穀
宿
に
つ
い
て
、
同
氏
は
仙
台
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
る
穀
横
目
・
穀
役
人
が
配
置
さ
れ
て
い
た
湊
に
は
必
ず
配
置
さ
れ
て
お
り
、
特
に
東
廻
り
航
路
上
の
重
要
な
湊
に
は
必
ず
配
置
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
破
船
事
故
多
発
地
域
で
あ
る
磐
城
地
域
・
房
総
半
島
南
部
地
域
に
は
小
規
模
な
湊
や
浜
な
ど
多
く
の
場
所
に
穀
宿
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
穀
宿
の
役
割
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、
平
常
時
の
対
応
と
し
て
、①
仙
台
か
ら
江
戸
に
か
け
て
の
往
復
時
に
船
宿
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、②
舟
運
と
の
積
み
替
え
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、
更
に
、
破
船
対
応
発
生
時
と
し
て
①
破
船
対
応
の
た
め
仙
台
藩
の
役
人
と
と
も
に
現
地
へ
出
向
く
こ
と
、
②
当
該
破
船
よ
り
流
出
し
た
道
具
・
荷
物
等
に
引
き
上
げ
に
対
す
る
対
価
に
つ
い
て
、
③
引
き
上
げ
ら
れ
た
荷
物
に
つ
い
て
現
地
で
入
札
す
る
な
ど
、
仙
台
藩
担
当
者
代
理
と
し
て
の
側
面
を
指
摘
し
て
い
る
。
上
総
奥
津
に
お
け
る
仙
台
藩
穀
宿
関
係
廻
状
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
谷
　
祐
　
輔
五
三
　
以
上
の
先
行
研
究
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
今
回
紹
介
す
る
史
料
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
み
た
い
。
　
史
料
中
に
は
、
適
宜
読
点
・
中
点
を
付
し
た
。
ま
た
、
史
料
の
原
文
改
行
部
分
に
あ
た
る
部
分
に
は
鍵
括
弧
を
付
し
た
。
【
史
料
一
】
（
13
）
　
一
、
仙
臺
石
巻
沖
御
船
舟
頭
伴
七
乗
空
舟
ニ
而
」
昨
十
九
日
當
湊
出
帆
い
た
し
候
處
、
西
風
強
守
谷
」
前
ゟ
被
吹
付
磯
根
間
通
罷
出
候
故
、
早
速
碇
打
」
吊
し
懸
り
致
候
處
へ
夜
ニ
入
段
々
風
波
烈
敷
今
」
明
方
磯
根
へ
被
相
揚
及
破
舟
ニ
候
、
然
処
江
戸
」
表
ゟ
仙
臺
江
下
り
荷
物
・
古
手
類
・
少
々
積
入
」
申
候
所
右
荷
物
船
具
共
ニ
波
段
々
故
散
乱
仕
候
」
依
之
右
荷
物
者
不
及
申
船
具
等
其
浦
々
へ
」
流
寄
候
欤
又
者
沖
合
ニ
而
漁
舟
網
綱
等
掛
上
候
」
ハ
ゝ
早
速
我
等
方
へ
御
通
達
可
被
成
候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
津
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
臺
穀
宿
　
　
　
　
九
月
廿
日
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
部
孫
左
衛
門
　
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
谷
ゟ
小
濱
迄
【
史
料
二
】
（
14
）
　
　
　
覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
州
嘉
祥
寺
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
郎
舩
千
葉
経
済
論
叢
　
第
64
号
五
四
　
　
一
、
米
弐
千
四
百
弐
十
弐
俵
　
　
　
　
沖
舩
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
主
炊
共
拾
五
人
乗
　
　
右
者
旧
冬
十
四
日
仙
臺
石
ノ
巻
お
い
て
」
書
面
之
通
積
立
之
同
廿
七
日
積
所
出
」
帆
、
同
晦
日
夜
四
ツ
時
根
中
か
わ
し
過
」
碇
突
入
相
懸
候
處
、
風
波
烈
鋪
」
元
舩
礒
根
乗
上
及
破
舩
候
、
積
穀
」
海
具
等
散
乱
い
た
し
何
方
」
浦
々
勿
論
舩
具
等
汐
辺
ニ
而
流
寄
候
（
虫
　
欠
）」
亦
者
沖
合
ニ
而
漁
舩
網
綱
等
ニ
掛
揚
」
候
ハ
ゝ
取
揚
被
置
川
津
村
我
等
旅
」
宿
へ
早
々
注
進
可
被
致
候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
臺
穀
宿
　
　
　
　
巳
正
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
嘉
　
蔵
　
　
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
卜
部
孫
左
衛
門
　
印
　
　
　
　
沢
倉
村
　
印
　
　
　
　
新
官
村
　
印
　
　
　
　
部
原
村
　
印
【
史
料
三
―
一
】
（
15
）
南
部
前
金
舩
仙
臺
領
湊
久
兵
舩
頭
彦
助
」
乗
今
廿
八
日
銚
子
長
崎
浦
江
漂
着
ニ
付
早
速
」
人
数
差
出
見
分
為
致
候
處
、
乗
組
ハ
勿
論
舩
具
」
類
一
圓
亦
無
之
候
処
、
乗
組
之
者
共
助
命
ニ
而
其
浦
々
江
」
陸
上
り
候
欤
亦
者
死
骸
等
寄
候
ハ
ゝ
早
速
銚
子
」
添
仙
臺
陳
屋
迄
御
注
進
預
り
度
候
、
尤
舩
具
等
之
」
儀
ハ
漁
舩
等
見
付
候
欤
流
寄
候
ハ
ゝ
是
又
」
右
同
様
首
尾
預
度
候
、
且
又
剃
金
村
ゟ
先
ハ
沖
津
仙
臺
陳
屋
江
註
進
預
り
度
候
、
此
段
」
申
達
候
、
以
上
上
総
奥
津
に
お
け
る
仙
台
藩
穀
宿
関
係
廻
状
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
谷
　
祐
　
輔
五
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
政
千
代
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
江
　
本
見
　
印
　
　
十
一
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
村
利
源
太
　
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
長
之
助
　
印
廻
状
上
包
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
総
銚
子
湊
ゟ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
総
沖
津
湊
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
辺
付
村
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
役
人
衆
中
　
　
猶
以
沖
津
穀
宿
浦
部
孫
左
衛
門
方
へ
書
状
壱
封
」
差
添
候
間
是
又
御
願
致
候
、
且
此
廻
状
留
り
よ
り
」
亦
々
村
継
ニ
而
被
相
返
候
様
致
度
候
手
紙
表
書
　
　
　
　
　
奥
州
沖
津
仙
臺
穀
宿
　
　
　
　
　
　
堀
江
本
見
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
部
孫
左
衛
門
様
　
　
　
　
武
田
長
之
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
臺
用
事
入
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
下
総
銚
子
千
葉
経
済
論
叢
　
第
64
号
五
六
　
　
　
　
　
表
書
ニ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
陳
屋
　
　
　
午
十
二
月
七
日
午
上
刻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
宿
ゟ
此
儀
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
虫
欠
）
新
官
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
送
者
也
　
　
　
　
受
書
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
左
之
通
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
一
、	
御
浦
觸
之
趣
承
知
奉
畏
候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
原
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
郎
兵
衛
　
印
　
　
　
　
午
十
一
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
上
刻
【
史
料
三
―
二
】
　
　
　
覚
一
、
米
弐
千
弐
百
弐
拾
弐
俵
上
総
奥
津
に
お
け
る
仙
台
藩
穀
宿
関
係
廻
状
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
谷
　
祐
　
輔
五
七
　
　
　
　
　
　
此
石
千
五
拾
壱
石
八
斗
五
升
　
　
外
ニ
米
五
石
三
斗
七
升
五
合
　
　
舩
頭
水
主
粮
米
　
　
　
　
　
　
　
此
俵
拾
九
ト
石
三
斗
七
升
五
合
一
、
魚
油
弐
拾
樽
右
之
通
紀
州
日
高
直
舩
頭
萬
蔵
乗
雇
舩
」
松
平
政
千
代
用
穀
於
仙
臺
石
巻
當
月
十
九
日
」
積
（
虫
　
欠
）
同
十
七
日
積
行
出
帆
（
虫
か
）
登
候
所
昨
廿
六
日
」
沖
合
ニ
而
逢
難
風
北
大
風
高
降
波
立
ニ
而
漂
之
」
左
出
来
水
舩
ニ
相
成
難
凌
元
舩
乗
捨
乗
組
」
之
者
共
不
残
て
ん
ま
舩
ニ
乗
移
、
同
廿
七
日
上
総
」
川
津
村
江
漂
着
助
命
仕
候
得
共
右
元
舩
何
地
へ
」
流
行
候
哉
相
知
れ
不
申
候
、
尤
積
荷
の
儀
ハ
不
及
」
申
舩
具
等
流
寄
候
欤
又
者
沖
合
ニ
而
漁
船
網
」
綱
等
ニ
掛
り
揚
候
ハ
ゝ
其
所
江
取
揚
置
沖
津
湊
」
仙
臺
出
張
役
所
へ
注
進
被
申
聞
候
様
ニ
首
尾
預
り
度
候
、
已
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
政
千
代
穀
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
総
奥
津
湊
割
　
　
午
十
二
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
卜
部
孫
左
衛
門
　
印
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
総
川
津
村
ゟ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
総
銚
子
湊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
邊
附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
々
千
葉
経
済
論
叢
　
第
64
号
五
八
　
　
　
　
右
村
々
海
邊
附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
中
扨
而
九
十
九
里
五
井
古
所
村
物
ハ
拙
者
方
へ
」
可
被
申
聞
候
、
夫
ゟ
東
へ
銚
子
湊
仙
臺
役
所
江
」
及
注
進
可
被
下
候
、
此
廻
状
留
所
ゟ
早
々
可
被
相
返
様
」（
虫
欠
）」
右
之
廻
状
新
官
ゟ
十
二
月
廿
八
日
七
つ
半
過
来
」
浦
觸
書
之
趣
承
知
仕
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
原
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
午
十
二
月
十
九
日
　
　
　
　
　
太
郎
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
酉
上
刻
　
　
但
し
刻
付
沢
倉
始
り
ニ
而
未
下
刻
　
　
　
　
　
　
新
官
酉
上
刻
　
　
右
之
通
致
し
来
候
得
共
七
つ
半
頃
故
　
　
酉
上
刻
与
致
し
遣
ス
上
総
奥
津
に
お
け
る
仙
台
藩
穀
宿
関
係
廻
状
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
谷
　
祐
　
輔
五
九
【
史
料
三
―
三
】
　
　
　
覚
一
、
米
弐
千
俵
　
　
　
此
外
　
　
　
　
国
産
物
品
々
一
、
刻
萩
一
、
〆
粕
一
、
鰹
ふ
し
一
、
種
油
　
右
者
江
戸
本
所
直
萬
助
乗
組
其
」
用
穀
幷
国
産
も
の
書
面
之
通
於
仙
臺
」
石
巻
積
立
之
當
月
廿
八
日
當
湊
江
」
入
津
昨
廿
九
日
朝
ゟ
辰
巳
大
風
雨
大
時
」
氣
ニ
而
昨
夜
九
つ
時
迄
不
相
叶
及
破
舩
ニ
」
依
之
荷
物
者
不
及
申
舩
具
等
流
寄
候
、
欤
」
又
者
沖
合
ニ
而
漁
船
網
綱
等
ニ
懸
候
」
ハ
ゝ
其
所
江
取
揚
置
拙
者
方
次
第
」
注
進
被
申
聞
候
様
首
尾
預
度
候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
政
千
代
　
二
月
晦
日
　
　
　
　
　
　
　
　
穀
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
部
孫
左
衛
門
　
　
上
総
守
谷
村
ゟ
　
　
下
総
銚
子
湊
迄
　
　
海
邊
附
村
々
　
　
名
主
衆
中
千
葉
経
済
論
叢
　
第
64
号
六
〇
追
而
別
紙
村
々
〔
　
虫
　
　
損
継
ニ
可
戻
候
〔
　
虫
　
　
　
損
　
二
月
晦
日
六
つ
過
新
官
ゟ
受
取
即
刻
」
御
宿
江
送
ル
、
夫
半
七
是
四
つ
時
分
戻
ル
【
史
料
三-
四
】
一
、
松
平
政
千
代
用
穀
積
舩
江
戸
八
丁
堀
才
賀
や
」
源
兵
衛
舩
沖
舩
頭
五
兵
衛
水
主
炊
共
十
八
人
乗
」
去
月
廿
七
日
常
州
平
潟
湊
出
帆
段
々
」（
虫
欠
）
登
候
處
、
房
州
洲
崎
沖
ゟ
逢
難
風
」
波
御
米
刎
捨
幷
舟
具
等
捨
品
品
有
」
之
総
州
小
濱
浦
江
漂
着
仕
候
、
依
之
沖
合
」
ニ
而
漁
舟
見
當
候
ハ
ゝ
御
取
揚
置
被
下
度
候
　
則
捨
道
具
左
之
通
一
、
檣
一
、
楫
一
、
桁
一
、
帆
一
、
艀
下
舩
右
道
具
取
揚
候
ハ
ゝ
最
寄
仙
臺
石
宿
へ
」
御
注
進
被
下
度
頼
入
候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
政
千
代
上
総
奥
津
に
お
け
る
仙
台
藩
穀
宿
関
係
廻
状
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
谷
　
祐
　
輔
六
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
津
湊
石
宿
　
未
三
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
部
孫
左
衛
門
　
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
し
丸
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
州
守
谷
村
ゟ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銚
子
湊
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
辺
附
村
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
衆
中
七
日
三
時
新
官
ゟ
取
八
日
朝
御
宿
へ
出
候
【
史
料
三
―
五
】
仙
臺
用
穀
積
登
江
戸
」（
虫
欠
）
源
兵
衛
舩
沖
舟
頭
五
兵
衛
」
乗
沖
合
ニ
而
去
月
廿
九
日
難
風
い
た
し
」
當
月
三
日
小
濱
浦
江
漂
着
」
（
虫
　
　
　
欠
）
懸
致
候
処
七
つ
時
（
虫
」
　
欠
）
西
風
烈
増
切
敷
吹
出
碇
之
綱
（
虫
欠
）」
吹
流
（
虫
欠
）
候
間
、右
之
舟
吹
寄
候
ハ
ゝ
」
早
速
其
段
被
申
聞
候
様
首
尾
預
り
度
候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
濱
出
役
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
臺
石
宿
　
　
未
三
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
卜
部
孫
左
衛
門
　
印
千
葉
経
済
論
叢
　
第
64
号
六
二
　
　
　
　
　
　
酉
上
刻
　
　
　
　
　
　
　
小
は
ま
ゟ
　
　
　
　
　
　
　
奥
津
迄
追
而
刻
付
を
以
早
々
相
送
り
候
様
頼
入
候
　
未
三
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
五
つ
半
時
御
宿
ゟ
取
新
官
江
　
　
　
　
　
　
　
　
送
り
申
候
松
平
政
千
代
様
御
米
積
舩
江
戸
」
本
八
町
堀
壱
丁
め
源
兵
衛
舟
沖
舩
頭
」
五
兵
衛
乗
去
月
廿
九
日
沖
合
ニ
而
」
難
風
雨
波
ニ
逢
揖
檣
等
飛
之
當
月
」
三
日
當
浦
江
漂
着
懸
居
候
処
打
米
」
残
り
米
昨
日
（
虫
欠
）
有
（
虫
欠
）
陸
揚
仕
然
處
昼
」
七
つ
時
よ
り
秋
之
子
丑
風
烈
敷
吹
あ
れ
舩
」
碇
綱
増
切
吹
流
さ
れ
候
処
大
井
谷
浦
ニ
而
」
破
舩
仕
候
、
依
之
残
米
者
不
及
申
海
具
等
」
散
乱
仕
候
ニ
付
其
浦
々
江
汐
廻
り
候
ニ
而
流
寄
候
欤
」
又
ハ
沖
合
漁
舩
網
綱
等
掛
揚
候
ハ
ゝ
」
取
揚
置
私
方
迄
早
速
為
御
知
可
被
下
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
濱
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
上
総
奥
津
に
お
け
る
仙
台
藩
穀
宿
関
係
廻
状
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
谷
　
祐
　
輔
六
三
　
　
　
未
三
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
　
八
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
舩
村
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
和
田
村
　
　
　
　
　
　
　
　
御
宿
三
ヶ
村
　
　
　
　
　
　
　
　
部
原
村
　
　
　
　
　
　
　
　
新
官
村
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
倉
村
　
　
　
　
　
　
　
　
川
津
村
　
　
　
　
以
廻
状
申
觸
候
　
　
一
、
先
達
而
小
濱
浦
ゟ
申
達
候
江
戸
」
本
八
丁
堀
源
兵
衛
舟
難
舩
い
た
し
」　
其
後
又
候
去
ル
十
日
夜
當
浦
ニ
而
破
」
舩
い
た
し
候
右
海
具
其
外
諸
道
具
」
共
ニ
来
ル
十
九
日
早
朝
迄
ニ
致
入
札
」
候
間
御
望
之
御
方
御
座
候
ハ
ゝ
日
限
」
迄
ニ
早
々
御
入
来
可
被
下
候
以
上
　
　
　
　
　
三
月
十
六
日
　
　
　
　
　
大
井
谷
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
左
衛
門
　
印
　
　
　
　
　
　
御
役
人
中
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
和
田
村
ゟ
内
浦
迄
　
　
　
千
葉
経
済
論
叢
　
第
64
号
六
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銘
々
村
名
役
人
　
　
　
　
　
三
月
十
六
日
昼
時
八
つ
時
　
　
　
　
　
大
井
谷
村
使
持
来
ル
【
史
料
四
】
（
16
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
臺
石
巻
又
右
衛
門
舩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舩
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
右
衛
門
右
舩
此
度
松
平
政
千
代
江
戸
使
用
穀
」
積
登
去
ル
廿
一
日
房
州
布
良
﨑
沖
ニ
而
」
難
風
ニ
逢
被
吹
折
候
共
舩
道
具
共
々
一
式
」
相
捨
時
廿
四
日
房
州
内
浦
湊
江
入
津
仕
候
」
依
之
右
之
品
々
沖
合
ニ
而
漁
舩
等
見
付
拾
ひ
」
上
ヶ
候
猶
又
者
其
浦
々
ゟ
流
寄
候
ハ
ゝ
取
揚
之
置
乍
御
セ
話
早
速
〔
　
虫
　
欠
　
〕」
方
迄
注
進
可
被
下
候
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
州
内
浦
湊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
臺
穀
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
嘉
　
蔵
　
　
印
　
申
十
二
月
廿
五
日
　
　
上
総
奥
津
湊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
臺
穀
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
部
孫
左
衛
門
　
印
　
　
　
　
　
　
守
谷
村
よ
り
上
総
奥
津
に
お
け
る
仙
台
藩
穀
宿
関
係
廻
状
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
谷
　
祐
　
輔
六
五
　
　
　
　
　
　
古
所
村
ま
て
　
　
　
　
　
　
　
　
海
邊
附
村
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
名
主
衆
中
追
而
御
拝
見
之
上
御
承
知
有
無
書
付
相
添
」
御
廻
被
下
候
、
此
廻
状
又
々
跡
村
継
御
返
可
被
成
候
御
廻
状
之
趣
御
承
知
奉
畏
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
官
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
右
衛
門
右
之
通
村
々
受
書
致
来
但
廿
六
日
朝
也
此
方
ニ
而
送
ル
御
廻
状
之
趣
承
知
仕
候
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
原
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫
殿
助
　
　
　
　
右
之
通
受
書
致
御
宿
江
送
ル
千
葉
経
済
論
叢
　
第
64
号
六
六
【
史
料
五
】
（
17
）
廻
状
以
相
達
候
然
者
仙
臺
牡
」
鹿
湊
留
蔵
舩
沖
舩
頭
太
吉
」
乗
水
主
と
も
拾
六
人
乗
此
度
」
於
國
元
政
千
代
囲
用
穀
積
」
請
罷
登
候
処
一
昨
廿
二
日
沖
合
ニ
而
」
難
風
逢
打
米
仕
、同
夜
方
角
」
相
分
り
不
申
候
ニ
付
無
詮
方
大
沢
沖
ニ
」
相
懸
り
凌
兼
候
ニ
付
檣
」
ニ
代
り
捨
漸
々
」
元
舩
懸
留
メ
時
ニ
内
浦
湊
へ
」
漕
入
右
之
段
申
聞
候
右
檣
幷
」
桁
其
外
小
綱
等
流
失
仕
候
依
之
」
右
品
々
其
御
浦
々
江
流
寄
候
欤
」
又
者
沖
合
ニ
而
漁
舩
見
當
り
候
ハ
ゝ
」
御
取
揚
置
乍
御
世
話
私
方
江
為
」
御
知
可
被
下
候
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
津
村
　
　
戌
九
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
仙
臺
穀
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
部
孫
左
衛
門
　
印
守
谷
ゟ
和
泉
迄
右
廻
状
留
村
ゟ
跡
村
継
ニ
早
々
御
帰
し
可
被
下
候
以
上
　
　
　
御
名
主
衆
中
廿
四
日
夜
新
官
ゟ
来
御
宿
へ
直
ニ
送
る
【
史
料
六
】
（
18
）
　
　
　
覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
州
千
き
屋
村
　
石
毛
権
左
衛
門
舩
上
総
奥
津
に
お
け
る
仙
台
藩
穀
宿
関
係
廻
状
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
谷
　
祐
　
輔
六
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖
舩
頭
一
、
御
米
弐
千
三
百
九
拾
九
俵
　
　
　
　
　
　
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
但
　
四
百
八
拾
五
合
分
入
　
　
　
　
水
主
賄
共
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拾
六
人
乗
　
外
　
　
米
百
三
拾
弐
俵
　
舩
中
飯
米
右
者
松
平
政
千
代
江
戸
用
穀
」
積
立
之
當
月
十
七
日
積
所
出
帆
同
」
廿
二
日
房
州
和
田
沖
を
右
之
（
虫
欠
）
候
処
」（
虫
欠
）
大
雨
高
波
立
大
時
氣
相
成
右
ゟ
」
段
々
移
り
着
無
是
非
同
所
沖
ニ
申
入
懸
候
所
之
波
高
弥
増
元
舟
空
不
」
沈
及
破
舩
候
処
乗
組
之
も
の
共
外
者
」
艀
舟
ニ
乗
移
り
流
漂
致
居
候
所
同
日
明
方
房
州
乙
濱
沖
江
流
」
寄
候
同
所
ゟ
ニ
て
哉
見
付
右
村
」
方
助
舩
着
出
漸
ニ
相
助
申
候
、
右
」
乗
組
人
数
者
不
残
陸
江
上
り
候
得
共
」
御
米
舩
具
等
一
祭
上
り
不
申
依
之
」
御
米
者
不
及
申
舟
具
幷
乗
組
之
」
も
の
（
虫
　
欠
）
類
汐
廻
り
ニ
而
其
御
浦
」
々
江
流
寄
候
欤
又
者
沖
合
ニ
而
漁
舩
」
網
綱
等
ニ
懸
り
候
者
取
揚
被
置
候
、」
乍
御
世
話
拙
者
方
ま
て
早
々
」
為
御
知
可
被
下
候
此
廻
状
村
下
ニ
御
印
」
形
承
知
儀
有
無
御
書
付
被
相
継
」
早
々
御
送
達
留
り
村
ゟ
跡
村
継
ニ
（
虫
　
欠
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
津
湊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
臺
穀
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
部
孫
左
衛
門
　
印
　
　
丑
十
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
酉
下
刻
千
葉
経
済
論
叢
　
第
64
号
六
八
十
月
廿
四
日
丑
下
刻
受
取
御
宿
江
相
お
く
り
申
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
谷
村
初
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
和
田
迄
五
、
ま
と
め
に
代
え
て
　
以
上
【
史
料
一
】
よ
り
【
史
料
六
】
ま
で
紹
介
し
た
が
、
簡
単
に
史
料
の
概
要
を
見
て
み
た
い
と
思
う
。
ま
ず
、【
史
料
一
】
は
、
石
巻
よ
り
出
帆
し
た
船
で
あ
り
、
奥
津
村
の
隣
村
で
あ
る
守
谷
村
（
勝
浦
市
守
谷
）
で
難
船
し
た
船
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
奥
津
村
の
穀
宿
浦
部
孫
左
衛
門
（
19
）
が
難
船
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
、
守
谷
村
か
ら
小
濱
村
（
い
す
み
市
大
原
）
ま
で
の
村
々
に
浦
廻
状
に
て
難
船
し
た
船
の
道
具
な
ど
流
れ
寄
せ
た
、
あ
る
い
は
漁
船
の
網
・
綱
に
て
引
き
上
げ
た
場
合
に
は
、
我
等
方
（
奥
津
仙
台
穀
宿
浦
部
孫
左
衛
門
）
へ
知
ら
せ
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。
　【
史
料
二
】
に
て
も
同
様
に
石
巻
か
ら
江
戸
に
向
か
う
途
中
、
勝
浦
近
海
で
難
船
し
た
際
の
も
の
で
、
川
津
村
（
勝
浦
市
川
津
）
に
旅
宿
と
し
て
穀
宿
二
名
（
森
嘉
蔵
・
卜
部
孫
左
衛
門
）
が
来
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
川
津
村
で
難
船
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
　【
史
料
三
―
一
】
は
、
銚
子
長
崎
浦
（
銚
子
市
長
崎
町
）
で
漂
着
し
た
船
に
関
し
て
、
漂
着
者
・
死
骸
や
道
具
に
至
る
ま
で
、
発
見
次
第
連
絡
と
、対
応
を
依
頼
す
る
内
容
で
、仙
台
陳
（
陣
）
屋
ま
で
注
進
す
る
よ
う
に
依
頼
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
剃
金
村
（
白
子
町
剃
金
）
よ
り
先
は
沖
津
（
奥
津
）
仙
台
陳
（
陣
）
屋
ま
で
注
進
す
る
と
あ
り
、
剃
金
村
を
境
に
銚
子
仙
台
陣
屋
と
奥
津
仙
台
陣
屋
の
管
轄
領
域
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、【
史
料
三
―
二
】
で
は
、
川
津
村
に
元
船
（
も
と
乗
っ
て
い
た
船
）
よ
り
て
ん
ま
舩
（
伝
馬
船
）
に
乗
り
移
っ
て
漂
着
し
た
事
例
で
、
元
舩
の
捜
索
に
関
す
る
浦
廻
状
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
九
十
九
里
五
井
・
古
所
村
の
こ
と
は
拙
者
方
（
卜
部
孫
左
衛
門
）
へ
、
そ
れ
よ
り
東
側
は
銚
子
仙
台
役
所
で
知
ら
上
総
奥
津
に
お
け
る
仙
台
藩
穀
宿
関
係
廻
状
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
谷
　
祐
　
輔
六
九
せ
る
旨
を
書
い
て
い
る
の
で
、
お
お
よ
そ
南
白
亀
川
を
境
に
管
轄
領
域
が
分
か
れ
て
い
た
と
考
え
た
い
。
こ
れ
が
常
時
分
か
れ
て
い
た
の
か
、
便
宜
的
に
分
か
れ
て
い
た
の
か
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。【
史
料
三
―
三
】
で
は
、
奥
津
湊
（
當
湊
）
に
て
難
船
し
た
船
の
対
応
に
つ
い
て
の
浦
廻
状
で
あ
る
。【
史
料
三
―
四
】
で
は
、
松
平
政
千
代
用
穀
を
積
載
し
た
船
が
、
常
州
（
茨
城
県
）
の
湊
を
出
帆
し
、
房
州
沖
に
て
難
風
に
逢
い
、
総
州
小
濱
浦
に
漂
着
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
穀
宿
浦
部
孫
左
衛
門
が
銚
子
ま
で
廻
状
を
出
し
て
い
る
。【
史
料
三
―
五
】
は
、【
史
料
三
―
四
】
の
漂
着
に
関
し
て
穀
宿
卜
部
孫
左
衛
門
が
漂
着
現
場
で
あ
る
小
浜
村
に
出
役
し
て
出
し
た
廻
状
と
、
小
浜
村
名
主
勘
八
が
と
も
に
、
岩
舩
村
（
い
す
み
市
岩
船
）
よ
り
川
津
村
の
間
の
村
に
充
て
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
井
谷
村
（
い
す
み
市
大
原
）
名
主
所
左
衛
門
が
【
史
料
三
―
五
】
の
漂
着
の
際
流
出
し
た
道
具
に
対
し
て
、
入
札
を
行
う
旨
を
連
絡
し
た
も
の
で
あ
る
。【
史
料
四
】
は
房
州
布
良
﨑
沖
で
難
風
に
逢
い
房
州
内
浦
（
鴨
川
市
内
浦
）
に
入
津
し
た
事
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
内
浦
湊
の
仙
台
穀
宿
の
森
嘉
蔵
と
上
総
奥
津
湊
の
仙
台
穀
宿
卜
部
孫
左
衛
門
が
と
も
に
署
名
し
、
対
処
に
あ
た
っ
て
い
る
。
内
浦
は
奥
津
と
そ
う
距
離
は
隔
た
っ
て
お
ら
ず
、
こ
う
し
た
近
隣
で
協
同
し
て
対
処
に
あ
た
る
場
合
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。【
史
料
五
】
で
も
同
様
に
、
お
そ
ら
く
房
総
沖
に
て
難
船
し
た
船
が
、
内
浦
湊
に
入
津
し
た
事
例
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
は
卜
部
孫
左
衛
門
一
人
が
対
処
に
あ
た
っ
て
」
い
る
。【
史
料
六
】
で
は
、
難
船
に
遭
い
艀
舟
に
乗
り
移
り
漂
着
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
房
州
乙
濱
（
南
房
総
市
白
浜
町
乙
浜
）
に
て
助
け
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
が
、乙
浜
に
は
前
述
の
原
直
史
の
研
究
に
よ
り
穀
宿
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
穀
宿
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
各
穀
宿
の
領
域
分
担
が
あ
っ
た
も
の
か
。
　
今
回
の
紹
介
で
は
、
紹
介
史
料
の
概
要
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た
が
、
外
房
に
お
け
る
各
穀
宿
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
現
地
に
置
か
れ
て
い
た
仙
台
藩
の
役
所
の
実
態
、
管
轄
領
域
、
穀
宿
の
果
た
し
た
役
割
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
事
例
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
江
沢
家
関
連
の
御
用
留
史
料
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ま
だ
多
く
あ
り
、
そ
の
事
例
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
房
総
沖
の
難
船
対
処
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
難
船
関
連
の
浦
廻
状
は
仙
台
藩
に
留
ま
ら
ず
、
東
北
地
方
の
幕
府
領
分
の
廻
米
や
、
盛
岡
藩
・
津
軽
藩
・
米
沢
藩
預
所
の
も
の
等
多
く
の
事
例
千
葉
経
済
論
叢
　
第
64
号
七
〇
が
あ
り
、
今
回
は
そ
う
し
た
事
例
ま
で
は
紙
幅
・
時
間
の
関
係
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
こ
う
し
た
他
藩
・
幕
領
に
つ
い
て
の
事
例
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
（
す
が
や
　
ゆ
う
す
け
　
本
学
地
域
経
済
博
物
館
　
学
芸
員
）
（
１
）
現
在
、
勝
浦
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
（
２
）
興
津
海
浜
遺
跡
調
査
会
編
「
千
葉
県
勝
浦
市
　
興
津
海
浜
遺
跡
調
査
報
告
書
　
―
デ
ビ
ッ
ト
・
Ｍ
・
ギ
ル
フ
ォ
イ
ル
氏
蒐
集
資
料
―
」（
二
〇
一
〇
）
（
３
）
部
原
村
は
、
正
式
に
は
隣
村
で
あ
る
新
官
村
と
沢
倉
村
と
を
合
わ
せ
て
新
官
郷
と
し
て
把
握
さ
れ
、
岩
槻
藩
領
で
あ
っ
た
。
年
貢
関
係
で
は
新
官
郷
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
が
、
実
態
は
三
ヶ
村
そ
れ
ぞ
れ
に
村
役
人
が
い
た
。
（
４
）
妙
覚
寺
は
日
蓮
宗
の
寺
院
で
、
山
号
を
広
栄
山
と
号
す
る
。
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
に
地
元
領
主
佐
久
間
重
貞
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
と
い
い
、
江
戸
時
代
に
は
末
寺
を
多
く
有
す
る
有
力
な
寺
院
で
あ
っ
た
。
（
５
）
慶
応
四
年
「
御
廻
米
津
出
場
願
」（
い
す
み
市
三
島
　
井
上
宏
一
家
文
書
）（『
大
原
町
史
　
史
料
集
Ⅱ
』
大
原
町
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
九
　
　	
三
三
五
項
所
収
）
（
６
）
川
名
登
『
河
岸
に
生
き
る
人
び
と
』（
平
凡
社
　
一
九
八
二
年
）
（
７
）
三
浦
忠
司
『
海
を
つ
な
ぐ
道
―
八
戸
藩
の
海
運
の
歴
史
』（
デ
ー
リ
ー
東
北
新
聞
社
　
二
〇
一
八
年
）
（
８
）
原
直
史
「
東
廻
り
海
運
と
房
総
の
穀
宿
」（『
千
葉
県
の
歴
史
　
資
料
編
　
近
世
二
（
安
房
）』
千
葉
県
　
二
〇
〇
八
年
）
（
９
）
後
藤
雅
知
「
海
辺
の
村
に
存
在
し
た
仙
台
藩
の
穀
宿
」（『
千
葉
県
の
歴
史
　
資
料
編
　
近
世
一
（
房
総
全
域
）』
千
葉
県
　
二
〇
〇
六
年
）
（
10
）
井
上
拓
巳
「
仙
台
藩
廻
米
体
制
と
穀
宿
」（『
地
方
史
研
究
』
四
〇
七
号
　
二
〇
二
〇
年
）
（
11
）
六
ケ
所
は
、
常
陸
国
平
潟
（
常
州
平
潟
穀
役
人
）、
常
陸
国
潮
来
、
下
総
国
銚
子
（
潮
来
・
銚
子
御
国
穀
横
目
）
、
伊
豆
国
下
田
（
豆
州
下
田
穀
役
）、
上
総
奥
津
に
お
け
る
仙
台
藩
穀
宿
関
係
廻
状
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
谷
　
祐
　
輔
七
一
上
総
国
奥
津
（
総
州
奥
津
穀
役
）、
安
房
国
館
山
（
房
州
館
山
穀
役
）
で
あ
る
。
（
12
）
湊
は
、
浦
賀
、
下
田
、
網
代
、
銚
子
、
奥
津
、
平
潟
、
磯
浜
、
那
珂
湊
、
小
名
浜
、
中
ノ
作
、
原
釜
、
四
倉
、
内
浦
、
乙
浜
、
相
浜
、
館
山
、
潮
来
、
河
岸
が
小
堀
、
関
宿
、
金
杉
、
松
戸
で
あ
る
。
（
13
）
江
沢
家
文
書
―
十
七
　
　
天
明
五
年
　『
公
私
御
用
留
』（
抜
粋
）
（
14
）
江
沢
家
文
書
―
三
九
　
　
寛
政
八
年
　『
公
私
御
用
帳
』（
抜
粋
）
（
15
）
江
沢
家
文
書
―
四
三
　
　
寛
政
一
〇
年
『
公
私
御
用
帳
』（
抜
粋
）【
史
料
三
―
一
】
か
ら
【
史
料
三
―
五
】
ま
で
は
同
一
史
料
内
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
文
内
で
は
便
宜
上
枝
番
を
付
け
た
。
（
16
）
江
沢
家
文
書
―
四
五
―
一
　
寛
政
一
二
年
『
公
私
御
用
控
』（
抜
粋
）
（
17
）
江
沢
家
文
書
―
四
六
　
　
　
享
和
二
年
　『
公
私
御
用
帳
』（
抜
粋
）
（
18
）
江
沢
家
文
書
―
四
九
　
　
　
文
化
二
年
『
公
私
御
用
留
』（
抜
粋
）
（
19
）
浦
部
（
卜
部
）
孫
左
衛
門
は
史
料
に
よ
っ
て
は
奥
津
村
の
名
主
と
し
て
名
前
が
出
る
。
現
在
奥
津
に
は
浦
部
家
は
数
軒
あ
る
が
、
孫
左
衛
門
家
は
ど
の
家
に
当
た
る
か
は
不
明
。
ま
た
屋
号
仙
台
屋
と
称
す
る
家
が
あ
り
、
こ
の
穀
宿
を
務
め
た
浦
部
家
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
現
当
家
の
苗
字
は
全
く
の
別
で
あ
る
。
